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研究成果の概要 

本プロジェクトでは、赤外光を熱としてではなく光エネルギーとして利用することが可能なエ

ネルギー変換システムを開発し、未開拓の太陽光からエネルギーを取り出す革新的な生産プロセ

スを実現する。未利用再生エネルギー資源である熱線を用いて発電する今までにないコンセプト

に基づく透明デバイスを開発するために必要な様々な光化学、光物理現象を主に機構解明の面か

ら調査を進める。本研究期間においては、赤外線を当てることでナノ結晶と呼ばれる極めて小さな

結晶の表面で生じる電子の集団的な運動（局在表面プラズモン共鳴, LSPR）を生じさせ、それが硫

化銅（CuS）ナノ結晶の結晶中の原子が同じ方向に協同運動する現象を引き起こすということを発

見した。赤外線照射下での電子線回折測定、時間分解電子回折解析、理論計算を用いて現象の解明

を進めた結果、LSPRを誘起することにより協同的ヤーン-テラー効果が引き起こされ、準安定構造

への原子変位が起こることを明らかにした。 さらに、この原子変位により、室温での CuSナノ結

晶の電気伝導の光スイッチングが引き起こされることを実証した。この研究は、プラズモニクスを

用いた結晶構造の操作という新概念であり、透明な可変抵抗赤外線センサーなどの新技術へ応用

できる他、熱線を用いて発電する今までにないコンセプトに基づく透明デバイスの性能向上に貢

献する可能性がある。 
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